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要 約 

 岡山市においては，中学校区単位で「元気の出る会」と称する脳血管障害後遺症を中心とする
中途障害者の当事者会が組織されている．会のメンバーはその中で障害を受容し，自立を獲得
し，さらに社会参加へと成長している．その活動は，障害当事者がこれからの地域づくりにおける

重要な役割を担うことの可能性について示唆している． 


